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長
崎
町
人
の
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田
開
発
・「
預
ケ
銀
」
と
天
草
石
本
家

は
じ
め
に

寛
政
か
ら
文
化
期
（
一
七
八
九
～
一
八
一
七
）
は
、
貿
易
都
市
長
崎
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
時
期
で
あ
る
（
（
（

。 

と
く

に
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
貿
易
半
減
令
は
、
長
崎
町
人
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
わ
っ
て
木
村
直
樹
氏
が
紹
介
（
（
（

し
た
法
令
文
言
を
見
て
み
る
と
、「
抑
長
崎
の
地
の
繁
花
な
る
は
、
交
易
之
場
を
、
此
地
に
定

ら
る
ゝ
か
故
な
り
、（
中
略
）
銅
山
の
衰
へ
を
も
厭
は
ず
、
長
崎
一
所
の
為
に
、
日
本
の
宝
を
費
さ
る
ゝ
、
正
徳
の
令
に
も
背
き
、
且
は

長
崎
の
地
永
続
の
為
に
あ
ら
ざ
る
（
中
略
）、
一
己
の
利
欲
に
の
み
ひ
か
れ
て
、
天
下
の
害
を
な
す
は
、
飢
え
て
我
肉
を
く
ら
ふ
に
ひ
と

し
、
今
又
際
限
を
定
め
ら
れ
、
交
易
を
減
せ
ら
る
ゝ
は
、
飲
食
を
節
し
て
、
寿
を
求
む
る
か
如
し
、
此
趣
わ
き
ま
へ
、
土
地
永
久
の
事

お
も
ひ
は
か
り
て
、
今
度
改
正
さ
る
御
制
度
（
以
下
略
）」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
貿
易
制
限
を
敷
く
こ
と
が
長
崎
の
「
永
続
」「
永

久
」
の
た
め
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
長
崎
町
人
の
立
場
か
ら
見
て
み
る
と
、
長
崎
の
「
永
続
」「
永
久
」
を
志
向
す
る
幕
府
の
貿
易
制
限
政
策
と
、「
一
己
の
利
欲

に
の
み
ひ
か
れ
て
」
も
貿
易
に
よ
る
利
益
を
希
求
し
た
い
長
崎
町
人
と
の
間
で
は
、
利
害
が
相
反
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
貿
易
都

市
長
崎
の
「
永
続
」「
永
久
」
の
た
め
、
長
崎
町
人
に
「
飲
食
を
節
し
て
、
寿
を
求
む
る
か
如
し
、
此
趣
わ
き
ま
へ
」
る
こ
と
が
求
め
ら

長
崎
町
人
の
新
田
開
発
・「
預
ケ
銀
」
と
天
草
石
本
家

梶
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れ
る
と
き
、
彼
ら
は
自
家
の
「
永
続
」「
永
久
」
を
ど
の
よ
う
に
模
索
し
て
い
こ
う
い
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
長
崎
平
戸
町
乙
名
の
石
本
家
（
以
下
、
長
崎
石
本
家
と
呼
ぶ
）
が
、
寛
政
期
よ
り
肥
後
国
天
草
郡
御
領

村
の
銀
主
で
あ
っ
た
石
本
家
（
以
下
、
天
草
石
本
家
と
呼
ぶ
）
に
対
し
て
、「
預
ケ
銀
」
と
呼
ば
れ
る
銀
の
貸
し
付
け
を
継
続
的
に
お
こ

な
い
、
そ
れ
を
元
手
に
天
草
石
本
家
に
よ
っ
て
地
所
の
買
い
付
け
が
な
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
貿
易
が
主
た
る
経
済
基
盤
と
な
っ
て
い

た
長
崎
町
人
に
よ
る
地
主
経
営
の
事
例
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

本
稿
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
長
崎
石
本
家
に
よ
る
貸
付
銀
と
そ
の
運
用
に
よ
る
土
地
集
積
の
実
態
を
見
て
い
く
こ
と
を
第
一
の
課
題

と
し
、
そ
の
上
で
長
崎
町
人
が
土
地
の
集
積
を
指
向
し
た
理
由
や
背
景
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、
ほ
か
の
長
崎
町
人

に
よ
る
新
田
開
発
計
画
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

本
研
究
は
石
本
家
文
書
を
用
い
て
い
る
（
（
（

。
肥
後
国
天
草
郡
御
領
村
豪
商
石
本
家
は
、
近
世
前
期
に
長
崎
平
戸
町
の
石
本
家
か
ら
分
家

し
た
由
緒
を
も
つ
家
柄
で
、
寛
永
頃
に
天
草
に
百
姓
と
し
て
移
住
、
酒
屋
と
質
屋
業
か
ら
始
ま
り
、
貸
し
付
け
業
や
海
運
・
商
品
売
買

に
よ
っ
て
経
営
を
拡
大
し
、
田
地
経
営
な
ど
を
ひ
ろ
く
行
っ
た
（
（
（

。
寛
政
か
ら
文
化
期
は
、
天
草
石
本
家
四
代
勝
之
丞
、
五
代
勝
之
丞
の

時
代
に
あ
た
る
。
天
草
石
本
家
に
と
っ
て
、
寛
政
年
間
か
ら
文
化
年
間
は
経
営
の
最
盛
期
と
言
わ
れ
（
（
（

、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
に

は
長
崎
に
進
出
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
は
長
崎
松
坂
屋
を
開
設
、
同
五
年
に
は
入
札
株
を
取
得
し
て
貿
易
品
を
取
り
扱
う
商
人

と
な
っ
て
い
る
（
（
（

。
本
稿
に
お
い
て
も
、
天
草
石
本
家
か
ら
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
以
下
で
は
、
先
に
述
べ

た
問
題
関
心
に
し
た
が
っ
て
、
長
崎
町
人
の
視
点
か
ら
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
こ
で
、
長
崎
石
本
家
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
長
崎
石
本
家
に
つ
い
て
は
、
明
治
五
年
に
石
本
幸
平
が
ま
と
め
た
覚
書
（
（
（

に
拠
っ
て

見
る
と
、
先
祖
は
壱
岐
国
豪
族
と
さ
れ
、
同
家
は
長
崎
に
移
住
し
た
。
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
以
降
、
平
戸
町
人
別
帳
に
名
前
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
平
戸
町
乙
名
を
勤
め
た
（
（
（

。
明
暦
年
間
（
一
六
五
五－
一
六
五
七
）
に
は
石
本
庄
左
衛
門
が
豊
後
岡
城
主
中
川

家
の
御
用
達
と
な
っ
て
お
り
（
（
（

、
中
川
家
と
の
関
係
は
近
世
後
期
ま
で
継
続
す
る
。
寛
政
か
ら
文
化
年
間
は
石
本
幸
四
郎
、
石
本
庄
五
郎
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の
名
前
が
み
え
る
。
天
草
石
本
家
と
の
商
取
引
を
み
て
み
る
と
、
文
化
五
年
に
油
や
米
が
長
崎
石
本
家
へ
売
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。

一　
杉
山
一
件
に
み
る
寛
政－

文
化
期
の
天
草
石
本
家
と
長
崎
町
人

（
１
）
長
崎
町
人
杉
山
茂
兵
衛
へ
の
貸
付
銀

天
草
石
本
家
は
、
明
和
年
間
に
は
、
長
崎
や
豊
後
へ
の
銀
の
貸
付
を
行
っ
て
お
り
（
（1
（

、
そ
こ
に
天
草
石
本
家
と
長
崎
町
人
の
取
引
関
係

の
端
緒
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
章
で
は
、
寛
政
か
ら
文
化
期
に
お
お
け
る
天
草
石
本
家
と
長
崎
町
人
の
関
係
を
杉
山
一
件
か
ら
具

体
的
に
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

次
の
史
料
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
十
二
月
に
長
崎
石
本
家
の
庄
五
郎
と
天
草
石
本
家
の
勝
之
丞
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
、

杉
山
茂
兵
衛
へ
の
貸
付
銀
の
返
済
計
画
で
あ
る
（
（1
（

。
便
宜
上
、
史
料
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
、
傍
線
部
に
番
号
を
付
し
て
い
る
。

史
料
１

（
Ａ
）	

一�

先
年
天
草
石
本
ゟ
杉
山
茂
兵
衛
方
江
銀
五
貫
目
、
其
後
寛
政
九
巳
年
五
貫
目
、
都
合
拾
貫
目
之
高
同
年
証
文
相
改
、
入
用

次
第
請
取
之
約
定
ニ
而
、
年
々
月
八
朱
之
利
銀
、
天
草
表
江
被
相
納
預
ケ
銀
有
之
候
処
、
去
々
亥
年
ゟ
利
銀
相
滞
り
候
ニ

付
、
去
九
月
勝
之
丞
殿
渡
海
有
之
、
元
利
皆
済
有
之
候
様
取
合
有
之
候
得
共
、
銀
子
才
覚
出
来
兼
、
双
方
共
難
渋
之
様
子

有
之
候
間
、
則
当
地
伊
勢
屋
方
ゟ
銀
六
貫
目
此
方
口
入
を
以
致
調
達
遣
、
巳
年
預
ケ
之
分
一
先
皆
済
致
、
先
年
五
貫
目
為

利
銀
壱
貫
目
相
加
へ
都
合
六
貫
目
拾
ケ
年
賦
ニ
払
入
、
伊
勢
屋
方
六
貫
目
払
入
之
儀
者
、
別
段
当
地
横
瀬
方
江
拾
貫
目
杉

山
ゟ
借
用
有
之
、
二
口
ニ
而
都
合
拾
六
貫
目
分
、
冬
ニ
至
り
天
草
表
ゟ
被
差
向
候
ハ
ヽ
、
出
嶋
屋
敷
之
儀
者
絃
屋
宗
八
納

得
無
之
而
者
引
当
ニ
難
相
成
、
鍛
冶
屋
町
家
屋
敷
三
ケ
所
引
当
と
し
て
仮
印
取
之
、
払
入
之
儀
者
出
嶋
家
賃
銀
弐
貫
目
、

横
山
年
賦
壱
貫
目
、
会
所
并
出
嶋
銀
場
ニ
而
直
請
取
、
外
ニ
銀
壱
貫
目
手
元
ゟ
持
出
有
之
、
尤
右
直
請
之
口
年
ニ
ゟ
不
足

①

②

③

④

⑤

⑥
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茂
相
立
候
ハ
ヽ
別
段
被
差
足
、
都
合
四
貫
目
年
々
被
払
入
候
約
定
之
処
、
去
冬
嫌
ひ
病
流
行
ニ
而
天
草
ゟ
渡
海
難
相
成
、

無
拠
及
延
引
候
処
、
杉
山
方
当
二
月
ニ
至
、
右
引
当
約
定
之
家
屋
敷
、
春
割
根
証
文
ニ
被
差
出
候
由
及
承
り
候
間
、
同
所

江
茂
及
取
合
、
夫
々
役
方
江
掛
合
差
留
置
、
天
草
表
江
茂
折
角
掛
合
候
積
り
之
処
、
二
月
十
四
日
飛
船
を
以
銀
子
夫
々
到

来
、
於
此
方
茂
調
達
控
帳
之
通
拾
六
貫
目
相
渡
シ
、
引
当
之
儀
一
体
杉
山
方
取
計
不
速
之
儀
有
之
候
間
、
是
非
出
嶋
屋
敷

な
ら
て
ハ
不
相
済
、
絃
屋
宗
八
江
茂
致
面
談
、
此
方
望
之
通
引
当
者
請
取
、
払
入
仕
法
者
別
帳
之
通
五
百
目
程
相
減
遣
、

夫
々
証
文
請
取
、
天
草
表
江
差
向
候
事

（
Ｂ
）	

一�

右
之
外
ニ
此
方
ゟ
三
貫
目
、
絃
屋
宗
八
ゟ
三
貫
目
、
都
合
六
貫
目
杉
山
方
江
貸
渡
、
払
入
之
仕
法
者
前
書
拾
六
貫
目
同
様

之
心
得
ニ
而
内
談
致
置
、
天
草
表
江
掛
合
候
処
、
此
方
三
貫
目
之
分
者
当
七
月
二
日
同
所
ゟ
飛
船
を
以
到
来
い
た
し
候
得

共
、
杉
山
方
些
次
第
有
之
、
右
六
貫
目
披（
破
）談

ニ
相
成
候
ニ
付
、
先
預
り
置
、
此
節
面
談
之
上
別
紙
控
之
通
相
渡
決
算
ニ
相

成
候
事

（
Ｃ
）	

一�

先
年
此
方
江
預
ケ
有
之
候
銀
四
貫
五
百
目
之
儀
者
、
当
三
月
杉
山
方
渡
銀
拾
六
貫
目
之
内
ニ
払
入
、
此
節
先
年
之
証
札
取

返
シ
候
事

（
Ｄ
）	

一�

前
條
杉
山
方
当
七
月
持
出
之
分
及
不
足
、
往
々
天
草
ゟ
同
所
江
取
引
有
之
候
儀
、
於
彼
表
面
倒
ニ
茂
相
成
候
ニ
付
、
此
方

江
引
受
呉
候
様
被
申
聞
候
、
左
候
ハ
ヽ
年
賦
六
貫
目
之
内
壱
貫
四
百
八
匁
引
落
シ
、
残
四
貫
五
百
九
拾
弐
匁
ニ
、
仕
法
之

口
元
利
拾
七
貫
四
百
八
匁
、
都
合
弐
拾
弐
貫
目
ニ
致
シ
、
此
分
当
節
此
方
ゟ
借
り
受
、
一
先
天
草
表
江
持
越
差
引
決
算
ニ

致
、
別
段
金
子
三
百
五
拾
両
彼
方
備
金
之
内
ゟ
借
り
請
、
払
入
之
儀
者
来
寅
年
ゟ
亥
年
迄
拾
ケ
年
、
壱
ケ
年
金
子
三
拾
五

両
宛
相
納
、
利
銀
之
儀
者
彼
方
備
金
之
儀
ニ
付
、
其
儀
不
及
段
被
申
聞
候
得
共
、
左
候
而
者
於
此
方
不
相
済
儀
ニ
付
、
右

銀
一
條
之
儀
者
此
方
本
途
勘
定
ニ
者
不
組
入
、
年
々
別
段
ニ
仕
立
置
、
右
ニ
付
年
々
雑
用
等
差
引
、
残
此
方
利
分
ニ
相
成

候
内
半
高
後
年
ニ
至
り
相
納
候
積
り
、
尤
此
方
江
積
置
候
儀
茂
時
之
模
様
ニ
ゟ
往
々
右
払
入
見
極
候
ハ
ヽ
、
一
ケ
年
三
両

⑥

⑦

⑧

⑦

⑨

⑩

⑪
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五
両
程
茂
天
草
表
江
差
遣
シ
置
、
相
応
之
地
所
茂
有
之
候
ハ
ヽ
於
彼
表
相
調
度
、
此
儀
時
之
模
様
ニ
ゟ
候
儀
ニ
付
、
只
今

差
極
か
た
く
、
第
一
元
金
三
拾
五
両
之
分
払
入
無
滞
儀
専
要
之
事

（
Ｅ
）	
一�

来
年
杉
山
方
出
嶋
屋
敷
被
売
払
、
元
利
・
年
賦
と
も
皆
済
払
入
有
之
候
得
者
、
此
方
勘
弁
第
一
之
儀
ニ
而
、
品
ニ
ゟ
天
草

表
江
不
残
払
入
候
節
者
前
條
之
通
別
段
勘
定
ニ
仕
立
置
候
ニ
付
、
帳
面
持
参
不
拘
銀
高
此
方
利
分
不
申
請
、
不
残
相
納
決

算
ニ
相
成
候
様
、
此
節
申
談
置
候
事

（
Ｆ
）	

一�

杉
山
方
出
嶋
屋
敷
不
売
払
、
年
々
無
滞
被
相
納
候
ハ
ヽ
無
事
故
、
若
納
方
不
足
有
之
候
而
者
年
々
壱
貫
七
百
目
者
出
嶋
屋

敷
家
賃
銀
、
紅
毛
来
津
さ
へ
い
た
し
候
得
者
無
相
違
請
取
候
儀
ニ
付
、
当
年
杉
山
ゟ
被
相
納
候
三
貫
目
余
并
来
年
ゟ
同
所

納
過
茂
有
之
候
分
共
丈
夫
成
先
江
貸
付
置
、
三
拾
五
両
之
高
者
年
々
於
此
方
右
之
銀
を
以
相
調
候
様
可
致
事

（
Ｇ
）	

一�

万
々
一
紅
毛
船
渡
絶
致
候
ハ
ヽ
、
右
帳
面
并
向
々
貸
付
有
之
銀
子
等
相
成
丈
ケ
取
立
、
一
同
天
草
表
江
持
越
、
元
利
決
算

ニ
可
致
此
節
相
談
置
、
為
其
此
節
帳
面
ニ
天
草
印
鑑
申
請
置
候
間
、
年
々
貸
付
并
杉
山
其
外
右
一
件
之
差
引
者
相
留
メ
置

万
事
漂
白
ニ
相
記
置
候
事

（
Ｈ
）	

一�

万
一
紅
毛
船
一
ケ
年
二
ケ
年
欠
年
茂
有
之
候
ハ
ヽ
、
当
地
貸
付
置
候
外
ニ
茂
、
此
方
ニ
而
繰
合
、
相
成
丈
ケ
三
拾
五
両
之

高
者
可
相
揃
候
得
共
、
万
一
之
儀
茂
有
之
候
ハ
ヽ
出
嶋
家
賃
銀
相
渡
り
候
上
ニ
而
一
同
相
納
可
申
心
得
之
事

	

　
　
　
　

�

但
年
々
三
拾
五
両
納
方
之
儀
者
、
先
十
一
月
十
二
月
之
内
便
宜
を
以
相
納
可
申
候
、
尤
繰
り
合
ニ
ゟ
右
ニ
不
拘
候
儀
者

勿
論
之
事

ま
ず
は
、
杉
山
茂
兵
衛
な
る
人
物
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。（
Ａ
）
に
よ
れ
ば
、
天
草
石
本
家
か
ら
の
借
用
銀
返
済
の
一
部
に
、
出
嶋

家
賃
銀
を
あ
て
る
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
杉
山
茂
兵
衛
は
、
出
嶋
に
屋
敷
を
所
持
す
る
出
嶋
町
人
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
楠
本
美
智
子
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
安
永
九
年
か
ら
寛
政
八
年
の
間
に
、
天
草
石
本
家
か
ら
杉
山
（
井
戸
屋
）
へ

金
や
酒
、
米
な
ど
が
売
り
込
ま
れ
、
一
方
、
天
草
石
本
家
は
杉
山
（
井
戸
屋
）
か
ら
「
明
樽
」、
氷
砂
糖
、「
清
長
紙
」、
線
香
な
ど
を
買
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長
崎
町
人
の
新
田
開
発
・「
預
ケ
銀
」
と
天
草
石
本
家

う
取
引
が
あ
っ
た
（
（1
（

。 

杉
山
家
が
出
嶋
町
人
で
あ
り
、
天
草
石
本
家
と
の
取
引

が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
つ
ぎ
に
天
草
石
本
家

か
ら
杉
山
家
へ
の
貸
付
銀
の
経
過
を
見
て
い
こ
う
。

表
１
は
一
連
の
貸
借
の
流
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
表
の
①
か
ら
⑪
は
、
史
料
１
の
傍
線
部
①
か
ら
⑪
に

対
応
し
て
い
る
。
表
１
に
よ
れ
ば
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

以
前
に
天
草
石
本
家
か
ら
杉
山
家
へ
の
「
預
ケ
銀
」（
以
下

で
は
、
杉
山
側
か
ら
見
た
場
合
は
預
か
り
銀
と
表
現
す

る
）
が
存
在
し
、
同
年
に
さ
ら
に
五
貫
目
が
預
け
ら
れ
、

「
預
ケ
銀
」
合
計
一
〇
貫
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
表
一
①
、
②
、
以
下
同
）。

「
預
ケ
銀
」
に
た
い
し
て
は
月
八
朱
、
す
な
わ
ち
月

〇
．
八
％
の
利
銀
が
杉
山
家
か
ら
天
草
石
本
家
へ
支
払
わ

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
時

点
で
そ
の
支
払
い
が
滞
っ
て
い
る
（
③
）。
そ
こ
で
長
崎
石

本
家
が
斡
旋
し
て
長
崎
町
人
伊
勢
屋
か
ら
調
達
し
た
銀
六

貫
目
を
杉
山
へ
渡
し
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
杉
山
は
、
寛

政
九
年
に
預
か
っ
て
い
た
銀
五
貫
目
と
、
そ
の
利
銀
分
一

表１　杉山一件にみる長崎町人と天草石本の貸借

年月日 事　　　項 備　　考

①　天草石本より杉山方へ銀５貫目預ケ銀

寛政９年 ②　天草石本より杉山方へ銀５貫目預ケ銀

享和３年 ③　①②の利銀（月８朱）滞る

④　‌�長崎石本家が口入して伊勢屋より銀６貫目調達いたし杉山方へ遣わし、ひとまず
②を皆済

⑤　‌�①に利銀を加えた都合６貫目を10ケ年賦とする

文化２年
２月14日

⑥　‌�④の伊勢屋より調達した銀６貫目と別段横瀬方から借用した10貫の都合16貫目分
について、天草石本家より送銀

石本家文書
13467

文化２年
３月 ⑦　‌�⑥の16貫目、長崎石本家より杉山方へ渡す

文化２年
７月２日

⑧　‌�長崎石本家より杉山方へ貸した３貫目、絃屋宗八より杉山方へ貸した３貫目の都
合６貫についての払入仕法について天草石本に掛け合った結果、長崎石本家の３
貫目分が到来

文化２年
７月 ⑨　‌�⑦において杉山方へ渡した16貫目の返済のうちに不足が生じる

⑩　‌�⑨の事態では取引が面倒なため、長崎石本が引きうける。⑤の残り４貫592匁と⑦
の元利17貫408匁、都合22貫を長崎石本が借り受け、ひとまず天草石本に持って行
き差し引きを決算する

文化２年
12月７日 ⑪　‌�別段金350両を天草石本の備金から長崎石本が借り受ける 石本家文書

18176-2

（典拠）石本家文書23770「長崎表杉山取替申極書」
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長
崎
町
人
の
新
田
開
発
・「
預
ケ
銀
」
と
天
草
石
本
家

貫
目
あ
わ
せ
て
都
合
六
貫
目
を
天
草
石
本
家
へ
皆
済
し
た
（
④
）。

伊
勢
屋
村
上
家
は
長
崎
本
博
多
町
に
店
舗
を
構
え
、
貿
易
業
と
両
替
業
を
兼
営
し
た
長
崎
町
人
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
こ
で
は
長
崎
石
本
家
の

斡
旋
に
よ
っ
て
杉
山
が
伊
勢
屋
よ
り
銀
の
調
達
を
う
け
て
い
る
が
、
伊
勢
屋
村
上
家
は
、
こ
の
時
期
、
天
草
石
本
家
と
の
間
に
も
何
ら

か
の
取
引
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
享
和
三
年
の
大
坂
和
泉
屋
と
天
草
石
本
家
と
の
取
引
に
際
し
て
長
崎
伊
勢
屋
の
為
替
銀
が
取
り
組

ま
れ
た
事
例
が
あ
る
（
（1
（

。
文
化
五
年
に
は
、
天
草
石
本
家
は
伊
勢
屋
か
ら
、
帯
、
酒
、
山
帰
来
、
大
黄
、
人
参
、
大
村
真
珠
、
洗
粉
、「
テ

リ
ア
カ
」、
氷
砂
糖
、
唐
線
香
な
ど
を
買
っ
て
い
る
（
（1
（

。

杉
山
家
の
借
銀
に
話
を
戻
そ
う
。
長
崎
石
本
家
の
斡
旋
に
よ
り
伊
勢
屋
の
調
達
銀
で
寛
政
九
年
の
預
か
り
銀
を
皆
済
で
き
た
杉
山
で

あ
っ
た
が
、
①
の
五
貫
目
の
返
済
は
未
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
利
銀
を
加
え
た
六
貫
目
を
十
ケ
年
賦
と
す
る
計
画
を

た
て
て
い
る
（
⑤
）。

そ
し
て
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
二
月
十
四
日
に
は
、
伊
勢
屋
よ
り
調
達
し
た
六
貫
目
（
④
）
に
、
特
に
杉
山
が
横
瀬
方
か
ら
借

用
し
て
い
た
銀
十
貫
目
を
あ
わ
せ
た
、
十
六
貫
目
に
つ
い
て
、
天
草
石
本
か
ら
長
崎
石
本
家
へ
送
銀
が
な
さ
れ
て
お
り
、
翌
三
月
に
長

崎
石
本
家
か
ら
杉
山
方
へ
渡
さ
れ
て
い
る
（
⑥
、
⑦
）。
横
瀬
方
か
ら
の
借
用
銀
十
貫
目
は
不
詳
だ
が
、
こ
の
時
点
で
杉
山
家
は
、
新
た

に
十
六
貫
目
を
天
草
石
本
家
か
ら
借
用
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
返
済
計
画
が
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
文
化
二
年
二
月
の
十
六
貫
目
払
入
仕
法
と
そ
の
実
態

新
た
な
銀
一
六
貫
目
の
返
済
計
画
を
見
て
い
こ
う
。
表
二
は
杉
山
家
が
策
定
し
た
返
済
計
画
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
化
二

年
三
月
か
ら
一
一
ケ
月
後
の
文
化
三
年
正
月
に
改
を
お
こ
な
い
利
子
の
計
算
を
す
る
。
以
降
は
、
毎
年
正
月
毎
に
計
算
を
お
こ
な
い
、

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
は
借
用
銀
を
完
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
利
率
〇
．
八
％
は
前
出
の
借
銀
（
①
、②
）
と
同
率
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
払
入
の
方
法
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
払
入
は
、
毎
年
一
貫
目
を
「
横
山
年
賦
銀
、
長
崎
会
所
ゟ
直
渡
」、
二
貫
目
を
「
出
嶋
家
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長
崎
町
人
の
新
田
開
発
・「
預
ケ
銀
」
と
天
草
石
本
家

賃
銀
、
元
払
之
節
役
場
ゟ
直
渡
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
五
百
匁

前
後
が
毎
年
二
度
に
わ
け
「
持
出
」、
す
な
わ
ち
自
分
負
担
で
あ
っ
た
。

横
山
年
賦
銀
の
内
容
は
不
明
だ
が
長
崎
会
所
か
ら
直
接
、
石
本
家
へ
渡

す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
毎
年
二
貫
あ
る
は
ず
の
出
嶋
家
賃
銀
に
つ
い

て
も
、
石
本
家
が
役
所
か
ら
直
接
に
受
け
取
る
仕
組
み
で
あ
る
。
負
債

の
担
保
に
出
嶋
家
賃
銀
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が
る
。

と
こ
ろ
で
、
史
料
一
の
（
Ａ
）
に
よ
れ
ば
、
借
銀
一
六
貫
目
は
当
初
、

「
去
冬
」
す
な
わ
ち
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
冬
に
、
鍛
冶
屋
町
の
杉
山

家
町
屋
敷
三
ケ
所
を
抵
当
に
仮
契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
と
き
長
崎
で
疱
瘡
が
流
行
し
た
た
め
、
天
草
石
本
家
の
長

崎
渡
海
が
延
引
し
た
。
そ
の
間
に
杉
山
は
、
借
用
銀
の
抵
当
に
す
る
は

ず
の
町
屋
敷
を
、
入
札
の
た
め
根
証
文
に
差
し
出
し
て
い
た
（
（1
（

。
そ
こ
で

長
崎
石
本
家
は
役
所
へ
掛
け
合
い
、
こ
れ
を
差
し
止
め
て
い
る
。
天
草

石
本
家
よ
り
借
用
銀
が
到
来
し
た
の
は
二
月
十
四
日
に
な
っ
て
で
あ
っ

た
。長

崎
石
本
家
と
し
て
は
、
借
用
銀
の
抵
当
を
め
ぐ
っ
て
以
上
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
是
非
出
嶋
屋
敷
な
ら
て
ハ
不
相
済
、
絃

屋
宗
八
江
茂
致
面
談
、
此
方
望
之
通
引
当
者
請
取
、
払
入
仕
法
者
別
帳

之
通
五
百
目
程
相
減
遣
、
夫
々
証
文
請
取
、
天
草
表
江
差
向
候
事
」

表２　十六貫目の払入仕法

年月日 元　　利 払　　入

〔文化３年
正月改〕

合17貫408匁
元16貫目
利１貫408匁（子３月～12月迄閏共11ケ月８朱）

〆３貫508匁
１貫目（横山年賦銀長崎会所より直渡）
２貫目（出嶋家賃銀元払之節役場より直渡）
508匁（八月正月両度に250目宛持出）

〔文化４年
正月改〕

合12貫823匁２分
残りて元13貫900目
利１貫123匁２分（卯１月～12月迄歩銀）

〆３貫523匁２分
３貫目（横山年賦銀并出嶋家賃銀）
523匁２分（八月正月手元より持出）

文化５年
正月改

合10貫267匁２分
残りて元９貫300目
利967匁２分（正月～12月迄閏共に）

〆３貫567匁２分
３貫目（右同断弐口ニ而）
567匁２分（八月正月手元ゟ持出）

文化６年
正月改

合７貫343匁２分
残りて元６貫700目
利643匁２分（正月～12月迄歩銀）

〆３貫543匁２分
３貫目（右同断弐口ニ而）
543匁２分（八月正月手元より持出）

文化７年
正月改

合４貫164匁８分
残りて元３貫800目
利364匁８分（正月～12月迄歩銀）

〔〆４貫164匁８分〕
３貫目（右同断弐口ニ而）
１貫164匁８分（八月正月手元より持出済）

（典拠）石本家文書13467「借用銀仕法払入控」
〔　〕については適宜修正・補足した。
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長
崎
町
人
の
新
田
開
発
・「
預
ケ
銀
」
と
天
草
石
本
家

（
Ａ
）
と
、
杉
山
が
所
有
す
る
出
嶋
屋
敷
を
借
用
銀
の
抵
当
に
出
来
る
よ
う
、
出
嶋
役
人
へ
働
き
か
け
て
い
る
。

か
く
し
て
約
定
と
返
済
計
画
が
策
定
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
杉
山
家
か
ら
天
草
石
本
家
へ
の
返
済
払
入
は
予
定
通
り
に
は
す
す
ま
な

か
っ
た
。
文
化
二
年
七
月
に
は
、
早
く
も
「
持
出
之
分
及
不
足
」
と
あ
っ
て
、
杉
山
の
自
分
負
担
分
が
不
足
す
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

史
料
二

　

�

同
所
払
入
銀
当
七
月
持
出
之
分
今
以
払
入
無
之
、
ひ
た
与
催
促
仕
候
得
共
埒
明
不
申
、
去
迚
者
不
速
之
儀
ニ
御
座
候
、
乍
然
先
達

而
も
申
上
候
通
会
所
渡
り
横
山
年
賦
之
分
、
当
四
月
七
月
分
ニ
而
〆
四
百
八
拾
五
匁
余
者
私
方
江
引
取
預
り
置
申
候
、
折
角
便
宜

次
第
差
上
可
申
奉
存
候
、
い
つ
れ
来
月
御
渡
海
之
上
御
渡
シ
可
申
上
候
、
当
冬
者
た
と
へ
自
分
持
出
一
向
無
之
而
茂
出
嶋
家
賃
銀

并
右
年
賦
共
ニ
者
凡
弐
貫
目
者
可
有
之
、
左
候
得
者
拾
六
貫
目
元
銀
年
賦
六
百
目
之
分
者
心
遣
ひ
無
之
候
得
共
、
此
方
覚
語
之
儀

与
者
乍
申
、
初
年
ゟ
払
不
足
与
者
余
り
不
埒
之
次
第
ニ
奉
存
候
、
此
義
ニ
付
而
者
い
つ
れ
共
近
内
御
渡
海
被
下
候
ハ
ヽ
得
与
御
相

談
可
申
上
候
間
、
何
卒
御
渡
海
之
程
奉
待
候
、
尤
来
月
末
十
月
初
頭
ニ
者
当
表
御
奉
行
御
着
之
積
り
ニ
付
、
願
く
ハ
来
月
初
旬
ゟ

御
神
事
御
見
物
旁
御
渡
海
被
下
度

史
料
二
は
、
持
出
不
足
が
起
き
た
七
月
の
翌
々
月
、
文
化
二
年
閏
八
月
二
十
四
付
に
て
、
長
崎
石
本
家
か
ら
天
草
石
本
家
へ
差
し
出

さ
れ
た
書
簡
の
一
部
分
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
の
書
簡
の
傍
線
部
①
②
に
よ
れ
ば
、
杉
山
の
借
用
銀
返
済
の
う
ち
、
長
崎
会
所
か
ら
直
接
受
け
取

る
「
横
山
年
賦
銀
」
に
つ
い
て
は
、
四
月
分
と
七
月
分
の
合
計
に
し
て
銀
四
八
五
匁
を
、
長
崎
石
本
家
が
引
き
取
り
預
か
っ
て
い
る
。

し
か
し
杉
山
家
の
「
持
出
分
」
に
つ
い
て
は
、
長
崎
石
本
家
が
ひ
た
す
ら
催
促
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
返
済
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
傍
線
部
③
か
ら
は
、
杉
山
家
か
ら
の
「
自
分
持
出
」
が
仮
に
な
さ
れ
な
く
と
も
、
出
嶋
家
賃
銀
と
「
横
山
年
賦
銀
」
と
で
、

凡
そ
銀
二
貫
目
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
年
賦
銀
六
百
目
の
受
け
取
り
は
心
配
な
い
が
、
あ
ら
か
じ
め
心
構
え
し
て
い
た
こ
と
と
は
言
え
、

初
年
か
ら
払
い
不
足
が
生
じ
る
と
は
不
都
合
で
あ
る
、
と
持
出
不
足
を
問
題
視
し
て
い
る
。

①

②

③
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杉
山
へ
の
貸
付
銀
の
返
済
は
、
長
崎
石
本
家
が
取
り
扱
っ
て
来
た
が
、
天
草
石
本
家
で
は
、
こ
の
よ
う
な
返
済
銀
不
足
が
、
近
い
と

は
い
え
海
を
隔
て
た
天
草
と
長
崎
の
間
で
起
こ
れ
ば
、
返
済
銀
の
受
け
取
り
に
支
障
を
来
す
事
態
に
な
る
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
史

料
一
の
傍
線
部
⑨
に
「
天
草
ゟ
同
所
江
取
引
有
之
候
儀
、
於
彼
表
面
倒
ニ
茂
相
成
候
ニ
付
、
此
方
（
長
崎
石
本
家
…
引
用
者
注
）
江
引

受
呉
候
様
被
申
聞
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
出
来
事
を
機
に
、
天
草
石
本
家
の
杉
山
家
へ
の
貸
付
銀
（
六
貫
目
年
賦
と
十
六
貫
目
払

入
仕
法
と
も
に
）
が
、
長
崎
石
本
家
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
３
）
長
崎
石
本
家
に
よ
る
杉
山
借
用
銀
借
り
受
け
と
金
子
借
用

文
化
二
年
七
月
の
「
持
出
」
不
足
を
機
に
、
そ
の
年
の
一
〇
月
、
杉
山
へ
の
貸
付
銀
は
、
天
草
石
本
家
か
ら
長
崎
石
本
家
へ
借
り
受

け
と
い
う
か
た
ち
で
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
件
に
関
し
て
、
当
初
は
天
草
の
石
本
勝
之
丞
が
文
化
二
年
九
月
初
旬
に
長
崎
渡
海
を
要
請
さ
れ
て
い
た
が
、
結
局
、
十
月
に
渡

海
し
た
上
で
、
杉
山
へ
の
調
達
銀
の
長
崎
石
本
家
へ
の
引
き
受
け
の
手
続
き
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
史
料
二
の
後
半
部
分
で
確
認
で
き

る
。
こ
の
と
き
、
天
草
石
本
家
か
ら
長
崎
石
本
へ
引
き
渡
さ
れ
た
関
係
書
類
は
、「
当
春
用
達
拾
六
貫
目
之
証
札
」
一
通
、「
先
借
六
匁

之
年
賦
証
札
」
一
通
、「
当
春
用
達
拾
六
貫
匁
ニ
年
賦
元
銀
六
貫
匁
都
合
弐
拾
弐
貫
匁
引
当
出
嶋
屋
敷
ニ
間
極
メ
則
出
嶋
御
役
人
添
証

文
」
一
通
、「
井
戸
屋
方
ゟ
拾
六
貫
匁
之
銀
高
当
丑
年
ゟ
来
ル
午
年
迄
仕
法
払
入
之
小
前
帳
」
一
冊
、「
巳
年
相
改
り
候
拾
貫
匁
之
根
証

札
」
一
通
、「
絃
屋
宗
八
ゟ
請
合
候
処
之
書
状
」
一
通
な
ど
で
あ
っ
た
（
（1
（

。
書
類
に
あ
る
井
戸
屋
は
杉
山
家
の
屋
号
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
絃
屋
宗
八
と
は
、
出
嶋
屋
敷
を
借
用
銀
の
抵
当
に
す
る
こ
と
を
認
め
た
出
嶋
役
人
の
名
前
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
借
用
銀
を
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
長
崎
石
本
家
の
対
応
を
、
つ
ぎ
に
見
て
い
こ
う
。
ふ
た
た
び
史
料
一
の

傍
線
部
⑩
に
は
、「
年
賦
六
貫
目
之
内
壱
貫
四
百
八
匁
引
落
シ
、
残
四
貫
五
百
九
拾
弐
匁
ニ
、
仕
法
之
口
元
利
拾
七
貫
四
百
八
匁
、
都
合

弐
拾
弐
貫
目
ニ
致
シ
、
此
分
当
節
此
方
ゟ
借
り
受
、
一
先
天
草
表
江
持
越
差
引
決
算
ニ
致
」
と
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
杉
山
家
が
先
に
借
用
し
て
い
た
五
貫
目
と
、
そ
の
利
分
一
貫
目
を
あ
わ
せ
た
六
貫
目
の
年
賦
に
つ
い
て
は
、
そ
の

う
ち
一
貫
四
〇
八
匁
を
差
し
引
き
、
そ
の
残
額
に
一
六
貫
目
払
入
仕
法
の
元
利
一
七
貫
四
〇
八
匁
を
合
算
し
た
都
合
二
二
貫
目
を
、
長

崎
石
本
家
が
借
り
受
け
た
上
で
、
ひ
と
ま
ず
収
支
の
残
高
を
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
傍
線
部
⑪
に
よ
れ
ば
、「
金
子

三
百
五
拾
両
彼
方
備
金
之
内
ゟ
借
り
請
」
と
あ
り
、
特
に
金
三
五
〇
両
を
天
草
石
本
家
の
備
金
の
う
ち
か
ら
、
十
ケ
年
賦
で
借
用
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
金
三
五
〇
両
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
こ
れ
を
検
討
し
よ
う
。
長
崎
石
本
家
の
幸
四
郎
と
庄
五
郎
は
、
文
化
二
年
一
二
月

七
日
付
に
て
金
三
五
〇
両
受
領
の
仮
証
文
を
発
給
（
（2
（

し
て
い
る
が
、
そ
の
添
状
（
（2
（

を
見
る
と
、「
則
別
紙
請
取
手
形
入
御
覧
申
候
、
右
払
入
差

引
等
之
儀
者
、
先
達
而
勝
之
丞
様
御
渡
海
之
節
申
極
之
書
付
差
上
置
候
間
、
い
つ
れ
来
春
唐
船
出
帆
相
揃
候
ハ
ヽ
見
合
庄
五
郎
代
罷
出
、

猶
又
御
相
談
之
上
如
何
様
共
相
成
可
申
奉
存
候
」
と
あ
る
。
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
金
三
五
〇
両
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
一
〇
月
に
天
草

石
本
の
勝
之
丞
が
長
崎
へ
渡
海
し
た
時
に
極
め
た
書
付
が
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
金
三
五
〇
両
の
借
り
受
け
が
、
文
化
二
年
一

〇
月
に
銀
二
二
貫
目
分
を
引
き
受
け
た
時
に
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
金
三
五
〇
両
を
銀
に
換
算
し
て
み
よ
う
。
石
本
家
文
書
の
な
か
か
ら
、
文
化
七
年
四
月
二
一
日
の
天
草
に
お
け
る
金
銀
交

換
が
金
一
両
＝
銀
六
四
匁
三
分
で
な
さ
れ
て
い
る
事
例
を
参
考
に
、
計
算
し
て
み
る
と
、
金
三
五
〇
両
は
金
二
二
貫
五
〇
五
匁
と
な
る
。

こ
の
数
値
が
長
崎
石
本
家
が
引
き
受
け
た
銀
二
二
貫
目
に
近
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
長
崎
石
本
家
は
杉
山
へ
貸
し

付
け
て
い
る
銀
二
二
貫
目
分
を
引
き
受
け
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
額
に
あ
た
る
金
三
五
〇
両
を
天
草
石
本
家
の
備
金
か
ら
拝
借
し
た
と
み
る

こ
と
が
出
来
る
。

長
崎
石
本
家
で
は
、
こ
の
借
用
金
を
「
本
途
勘
定
」
に
は
繰
り
入
れ
ず
、
毎
年
「
別
段
ニ
仕
立
置
」
き
、
雑
用
な
ど
を
差
し
引
い
た

残
り
を
利
分
と
し
て
、
利
分
の
半
分
を
後
年
に
納
め
る
予
定
と
し
た
。
そ
し
て
「
払
入
見
極
候
ハ
ヽ
、
一
ケ
年
三
両
五
両
程
茂
天
草
表

江
差
遣
シ
置
、
相
応
之
地
所
茂
有
之
候
ハ
ヽ
於
彼
表
相
調
度
」
と
、
年
に
三
両
、
五
両
ほ
ど
を
天
草
石
本
家
へ
送
り
、
ふ
さ
わ
し
い
土



─ 58 ─

長
崎
町
人
の
新
田
開
発
・「
預
ケ
銀
」
と
天
草
石
本
家

地
が
あ
れ
ば
買
い
た
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
長
崎
石
本
家
が
天
草
郡
内
の
地
所
に
関
心
を
よ
せ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
く
。

長
崎
石
本
家
か
ら
天
草
石
本
家
へ
の
金
三
五
〇
両
の
返
済
方
法
に
つ
い
て
は
、
杉
山
か
ら
長
崎
石
本
家
へ
の
返
済
次
第
で
、
い
く
つ

か
の
選
択
肢
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
来
年
文
化
三
年
に
、
杉
山
が
所
持
す
る
出
嶋
屋
敷
を
売
却
し
て
二
二
貫
目
を
皆
済
す
れ
ば
、

長
崎
石
本
家
に
と
っ
て
は
最
も
算
段
が
や
り
や
す
く
、
天
草
石
本
家
へ
の
返
済
を
済
ま
せ
、
利
分
は
と
ら
ず
に
勘
定
す
る
（
史
料
一

（
Ｅ
））。
ま
た
は
、
杉
山
が
出
嶋
屋
敷
を
売
却
せ
ず
に
、
年
々
滞
り
な
く
返
済
し
て
い
く
場
合
は
、
返
済
不
足
が
あ
れ
ば
出
嶋
家
賃
銀
は

毎
年
出
嶋
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
来
航
す
れ
ば
一
貫
七
〇
〇
目
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
今
年
の
杉
山
か
ら
の
返
済
銀
三
貫
目
余

と
来
年
以
降
納
め
す
ぎ
る
分
を
貸
付
へ
ま
わ
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
毎
年
金
三
五
両
を
返
済
す
る
（
史
料
一
（
Ｆ
））。

も
し
も
オ
ラ
ン
ダ
船
の
来
航
が
途
絶
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
貸
し
付
け
て
い
る
銀
子
を
出
来
る
だ
け
取
り
立
て
、
そ
れ
に
て

勘
定
す
る
（
史
料
一
（
Ｇ
））。
ま
た
、
万
が
一
オ
ラ
ン
ダ
船
が
一
、
二
年
欠
航
し
た
な
ら
ば
、
長
崎
の
貸
付
ほ
か
都
合
を
つ
け
て
金
三

十
五
両
を
揃
え
る
け
れ
ど
も
、
万
一
の
場
合
は
出
嶋
家
賃
銀
を
渡
し
て
す
べ
て
納
め
る
（
史
料
一
（
Ｈ
））、
と
し
て
い
る
。

杉
山
の
返
済
が
、
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
に
よ
る
出
嶋
家
賃
銀
の
収
入
頼
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
表
二
の
計
画
で
は
文
化
五
年
正
月
改
の
時
点
で
元
利
銀
一
〇
貫
二
六
七
匁
二
分
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
返
済
状
況
を

み
て
み
る
と
銀
一
四
貫
九
九
〇
匁
八
朱
と
な
っ
て
お
り
、
杉
山
か
ら
長
崎
石
本
家
へ
の
返
済
は
遅
れ
気
味
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（2
（

。 

杉
山
一
件
を
手
が
か
り
に
、
天
草
石
本
家
と
長
崎
町
人
の
関
係
を
見
て
き
た
（
（2
（

。
寛
政
か
ら
文
化
期
、
天
草
石
本
家
で
は
長
崎
石
本
家

を
通
し
て
、
出
嶋
商
人
な
ど
の
長
崎
町
人
へ
の
銀
の
貸
付
を
行
っ
て
い
た
。

二　
長
崎
町
年
寄
高
嶋
四
郎
兵
衛
の
新
田
開
発
計
画

長
崎
石
本
家
は
、
杉
山
へ
の
貸
付
銀
を
引
き
受
け
る
に
あ
た
っ
て
天
草
石
本
家
か
ら
借
り
た
金
三
五
〇
両
の
返
済
計
画
の
な
か
で
、
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返
済
銀
に
余
剰
が
あ
れ
ば
天
草
郡
内
の
土
地
の
買
い
入
れ
を
希
望
し
て
い
た
。
長
崎
石
本
家
は
何
故
、
地
所
の
購
入
を
考
え
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
の
こ
の
点
を
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
長
崎
町
人
に
よ
る
土
地
所
有
の
事
例
を
探
し
て
み
た
い
。

長
崎
西
浜
町
の
山
下
雄
平
は
、
天
草
郡
壱
町
田
村
の
務
右
衛
門
新
田
と
同
郡
下
田
村
の
正
作
新
田
を
譲
り
受
け
所
持
し
て
い
た
こ
と

が
、『
犯
科
帳
』
に
見
え
て
い
る
（
（2
（

。
こ
れ
は
、
山
下
が
所
有
し
て
い
た
天
草
郡
内
右
二
箇
所
の
新
田
を
修
復
す
る
際
、「
百
姓
共
」
が
証

文
と
違
え
た
場
所
か
ら
修
復
用
の
土
石
朶
柴
を
採
取
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
五
月
十
八
日
付
、
長

崎
奉
行
か
ら
「
急
度
叱
」
が
申
し
つ
け
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
。
長
崎
町
人
山
下
雄
平
は
、
天
草
郡
内
の
新
田
を
譲
り
受
け
た
地
主
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
自
ら
新
田
開
発
を
試
み
る
長
崎
町
人
が
い
た
。
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
閏
六
月
と

考
え
ら
れ
る
天
草
石
本
家
宛
長
崎
石
本
家
書
状
（
（2
（

で
あ
る
。

史
料
三

　
　

�（
前
略
）
当
表
（
長
崎
…
引
用
者
注
）
年
寄
高
嶋
四
郎
兵
衛
家
来
西
田
敬
右
衛
門
与
申
者
、
主
家
勝
手
向
備
と
し
て
新
田
開
発
致

度
存
寄
ニ
而
、
筑
後
柳
川
貞
次
与
申
者
、
兼
而
開
発
方
之
儀
相
心
得
居
候
ニ
付
、
先
月
初
旬
御
地
江
罷
越
、
本
渡
組
之
内
楠
ノ

浦
与
申
所
江
相
応
之
新
開
場
有
之
間
、
村
方
江
一
応
承
り
繕
ひ
候
処
、
兼
而
同
村
ニ
茂
開
発
之
存
寄
ニ
而
、
既
ニ
庄
屋
申
談
入

用
積
り
等
出
来
居
候
旨
、
若
開
発
之
所
存
候
ハ
ヽ
何
卒
当
所
江
致
呉
候
様
と
の
儀
ニ
而
、
村
方
ニ
茂
相
好
候
様
子
ニ
付
、
則
取

積
り
書
等
借
り
請
、
同
村
庄
屋
宗
像
三
郎
兵
衛
殿
、
当
時
冨
岡
江
相
詰
被
居
候
間
、
同
所
江
罷
越
、
年
寄
を
以
面
談
之
儀
相
願

内
存
之
次
第
申
入
候
処
、
得
与
勘
弁
之
上
返
答
可
致
間
、
相
待
候
様
と
の
儀
ニ
而
、
翌
日
右
貞
次
江
被
申
聞
候
者
、
昨
日
之
趣

得
与
勘
弁
い
た
し
候
処
、
随
分
差
支
無
之
、
願
方
等
若
相
願
候
ハ
ヽ
自
分
引
請
世
話
致
遣
可
申
由
、
則
右
之
趣
敬
右
衛
門
江
宛

候
書
状
申
請
来
候
ニ
付
、
主
人
四
郎
兵
衛
江
申
聞
候
処
、
田
地
之
儀
者
後
来
備
専
要
之
儀
ニ
付
、
数
ケ
年
相
含
居
候
得
と
も
、

①

②

③

④
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大
造
之
雑
費
茂
相
掛
儀
ニ
付
、
能
々
入
用
積
り
勘
弁
之
上
致
掛
り
可
申
由
、
敬
右
衛
門
ゟ
宗
像
氏
（
楠
浦
村
庄
屋
…
引
用
者
注
）

江
当
返
書
茂
向
置
候
段
、
随
而
私
之
儀
者
兼
而
尊
家
江
御
取
遣
茂
仕
候
ニ
付
、
右
之
趣
何
分
可
有
之
哉
、
都
而
天
草
表
之
儀
者

年
来
当
地
役
筋
ゟ
茂
手
入
有
之
候
而
茂
、
不
行
届
場
所
柄
ニ
付
、
自
分
事
与
者
乍
申
容
易
ニ
難
取
掛
、
品
ニ
ゟ
庄
五
郎
ニ
而
茂

罷
越
、
始
末
承
り
合
呉
候
様
と
の
儀
ニ
御
座
候
得
共
、
頃
日
同
人
親
類
共
之
内
大
病
相
煩
、
何
分
五
六
日
茂
旅
行
難
出
来
、
乍

然
右
者
至
而
差
急
キ
候
儀
ニ
付
、
誰
そ
差
上
可
申
候
得
共
、
迚
茂
不
行
届
、
且
右
ニ
付
而
者
心
事
御
相
談
申
上
度
儀
有
之
候
ニ

付
、
酷
暑
之
砌
御
苦
労
ニ
奉
存
候
得
共
御
渡
海
御
頼
申
候

　

一�

御
渡
海
之
節
楠
ノ
浦
〆
切
川
土
手
間
数
并
作
付
之
見
積
り
得
与
御
問
合
被
下
、
且
先
年
ゟ
尊
家
御
開
発
被
成
候
節
之
御
書
留
等

御
持
越
、
内
々
私
江
拝
見
被
仰
付
度
、
勿
論
右
一
條
初
発
貞
次
申
談
候
節
之
訳
合
茂
可
有
御
座
候
ニ
付
、
極
密
々
ニ
被
成
下
、

御
父
子
様
之
外
決
而
御
口
外
被
下
間
敷
、
猶
又
楠
ノ
浦
庄
屋
冨
岡
詰
中
之
儀
ニ
付
、
殊
ニ
本
戸
組
大
庄
屋
者
貴
村
長
岡
氏
与
者

御
内
縁
も
御
座
候
旨
承
り
及
居
候
ニ
付
、
前
文
之
趣
能
々
御
勘
弁
、
若
又
彼
方
右
一
條
御
内
評
ニ
茂
相
成
居
候
儀
茂
難
計
、
左

候
ハ
ヽ
幸
之
儀
ニ
付
、（
後
略
）

傍
線
部
①
②
③
に
よ
れ
ば
、
長
崎
町
年
寄
高
嶋
四
郎
兵
衛
家
の
家
来
西
田
敬
右
衛
門
は
、
主
家
高
嶋
家
の
家
計
の
備
の
た
め
に
天
草

郡
内
の
新
田
開
発
を
計
画
し
、
柳
川
の
貞
次
な
る
人
物
を
天
草
へ
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
本
渡
組
楠
浦
村
に
ふ
さ
わ
し
い
新
開
地
が
見
つ

か
っ
た
。

こ
の
と
き
、
楠
浦
村
側
で
も
開
発
計
画
を
誘
致
す
る
動
き
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
傍
線
部
⑥
か
ら
は
、
長
崎
地
役
人
に
よ
る
天
草

郡
内
の
新
田
開
発
計
画
が
進
行
中
で
る
こ
と
が
か
わ
る
（
（2
（

。
長
崎
地
役
人
の
開
発
計
画
と
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
傍
線
部
⑦
は
、

長
崎
石
本
家
が
関
わ
る
楠
浦
村
の
開
発
計
画
の
よ
う
で
あ
り
、
計
画
の
見
積
も
り
の
照
会
や
、
天
草
石
本
家
が
以
前
開
発
し
た
際
の
書

留
を
内
々
に
見
せ
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
傍
線
部
⑧
⑨
⑩
の
状
況
か
ら
は
、
楠
浦
村
の
開
発
を
め
ぐ
っ
て
、
高
嶋
四
郎

兵
衛
家
と
の
競
合
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
に
見
る
こ
と
も
出
来
そ
う
で
あ
る
。

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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こ
の
よ
う
な
新
田
開
発
に
は
資
金
力
が
必
要
だ
っ
た
。
傍
線
部
④
で
長
崎
町
年
寄
高
嶋
四
郎
兵
衛
家
は
、
将
来
の
備
え
の
た
め
に
新

田
開
発
が
重
要
だ
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
の
で
、「
能
々
入
用
積
り
勘
弁
之
上
致
掛
り
可
申
」
と
、
費
用
を

よ
く
よ
く
計
算
し
て
よ
く
考
え
て
取
り
掛
か
る
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。

三　
長
崎
石
本
家
の
「
預
ケ
銀
」

（
１
）
長
崎
石
本
家
の
「
預
ケ
銀
」
と
備
意
識

長
崎
町
人
に
よ
る
、
自
家
の
将
来
へ
の
備
の
た
め
の
天
草
郡
内
の
新
田
開
発
が
、
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
見
え
て
き
た
。

つ
ぎ
に
、
長
崎
石
本
家
の
「
預
ケ
銀
」
の
実
態
を
見
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
長
崎
町
人
の
土
地
へ
の
関
心
と
備
意
識
の
背
景
に
せ
ま
っ
て

み
よ
う
。

史
料
四

　
　
　

預
り
証
文
之
事

　

一
（
割
印
）合

銀
五
拾
六
貫
目　
　

但
是
迄
双
方
差
引
諸
書
附
可
為
仮
古
事

　

�

右
之
銀
、
貴
家
為
備
任
御
相
談
追
々
預
り
置
候
処
相
違
無
御
座
候
、
右
銀
之
内
地
所
買
入
候
分
并
手
元
貸
附
之
分
共
、
年
々
作
得

利
銀
等
仕
訳
候
而
者
懸
ケ
所
之
場
所
混
雑
仕
候
ニ
付
、
書
面
之
銀
子
月
五
朱
之
積
を
以
年
々
作
之
豊
凶
ニ
不
拘
、
拙
者
手
元
ゟ
相

渡
可
申
候
、
万
一
不
埒
之
取
計
茂
有
之
候
ハ
ヽ
買
入
之
地
所
御
勝
手
ニ
御
取
計
可
被
成
候
、
尤
手
元
貸
附
之
分
者
追
々
地
所
買
入

置
候
様
可
仕
候
、
且
又
双
方
代
替
之
節
者
証
文
相
改
候
様
申
談
置
候
、
為
後
証
仍
而
如
件

　
　
　

文
化
二
年

　
　
　
　
　
　

丑
九
月

①

②
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�

天
草
御
領
村
銀
預
り
主 　
　
　
　
　

�

石
本
勝
之
丞
（
印
）　　
　

�

石
本
次
兵
衛
（
印
）　　
　

　
　
　
　

長
崎

　
　
　
　
　

石
本
幸
四
郎
殿

　
　
　
　
　

石
本
莊
五
郎
殿

　
　
　
　
　

阿
部
鶴
次
郎
殿

右
の
史
料
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
九
月
に
、
天
草
石
本
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
銀
五
六
貫
目
の
預
か
り
証
文
で
あ
る
（
（2
（

。
こ
れ
に

よ
り
、
天
草
石
本
家
が
長
崎
石
本
家
か
ら
銀
五
六
貫
目
を
預
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
最
初
に
傍
線
部
①
「
貴
家
為
備
任
御
相
談
追
々

預
り
置
」
の
文
言
に
注
目
し
よ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
貴
家
す
な
わ
ち
長
崎
石
本
家
の
備
と
し
て
、
銀
五
六
貫
目
を
天
草
石
本
家
が
預

か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
傍
線
部
②
に
よ
れ
ば
、
預
か
っ
た
銀
を
地
所
の
買
い
入
れ
と
貸
付
に
ま
わ
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
「
作
得
利
銀
」
を
ま
と
め
て
、
月
五
朱
す
な
わ
ち
月
〇
．
五
％
の
計
算
で
渡
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
本
証
文
は
、
但
書
に
「
是
迄
双

方
差
引
諸
書
附
可
為
仮
古
事
」
と
あ
る
と
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
両
家
の
取
引
を
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

天
草
石
本
家
が
、
長
崎
石
本
家
の
備
え
の
た
め
に
銀
を
預
か
る
こ
と
が
い
つ
頃
始
ま
り
、
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

史
料
五

　

�

長
崎
表
之
儀
者
異
国
船
渡
来
之
場
所
ニ
而
兎
角
永
久
之
場
所
ニ
無
之
候
ニ
付
、
追
々
申
談
候
通
去
ル
巳
年
以
来
天
草
郡
地
方
為
買

入
、
年
々
長
崎
ゟ
銀
子
指
送
り
候
分
、
此
節
五
拾
六
貫
目
別
札
之
通
天
草
表
向
々
作
得
利
銀
取
立
高
ニ
不
拘
、
月
五
朱
之
利
銀

年
々
無
相
違
長
崎
石
本
江
天
草
表
ゟ
指
送
り
、
猶
又
長
崎
表
ゟ
者
年
々
手
元
繰
合
次
第
銀
子
差
送
り
、
参
着
之
月
ゟ
五
朱
之
利
足

①
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ニ
而
天
草
表
石
本
江
預
ケ
置
、
是
又
年
々
長
崎
江
利
銀
指
送
り
可
申
事

　
�

右
者
長
崎
石
本
家
為
備
後
年
之
手
当
い
た
し
置
候
儀
ニ
付
、
譬
長
崎
表
代
替
り
ニ
相
成
候
節
、
買
入
有
之
候
地
所
引
当
借
用
、
又

者
正
銀
請
取
方
等
之
儀
申
談
候
共
容
易
ニ
天
草
表
ゟ
渡
方
致
間
鋪
、
尤
天
草
表
ニ
而
故
障
之
筋
茂
有
之
候
ハ
ヽ
御
領
村
持
地
之
内

銀
高
相
応
ニ
引
当
、
長
崎
表
江
［
以
下
破
損
］

史
料
五
は
、
史
料
四
の
預
り
証
文
が
書
か
れ
た
翌
月
に
あ
た
る
、
文
化
二
年
一
〇
月
に
は
じ
ま
る
記
録
（
（2
（

の
冒
頭
部
分
に
あ
る
記
述
で

あ
る
。
傍
線
部
①
に
よ
れ
ば
、
貿
易
都
市
長
崎
は
「
異
国
船
」
が
往
来
す
る
場
所
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
長
崎
の
繁
栄
は
永
劫
に
は
続

か
な
い
、
と
理
解
で
き
、
文
化
二
年
と
い
う
年
紀
か
ら
推
察
す
る
と
、「
異
国
船
渡
来
」
は
前
年
の
文
化
元
年
の
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ

を
乗
せ
た
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
の
長
崎
港
来
航
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
か
ら
文
化
期
に
お
い
て
、
長
崎
の
繁
栄
は
永
劫
に
は

続
か
な
い
、
と
考
え
る
認
識
が
天
草
石
本
家
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
背
景
と
し
て
、
長
崎
石

本
家
は
天
草
石
本
家
へ
銀
を
預
け
、
天
草
石
本
家
で
は
「
去
ル
巳
年
」、
す
な
わ
ち
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
、
地
所
を
買
い
入
れ

て
い
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

故
に
傍
線
部
②
で
は
、「
長
崎
石
本
家
為
備
後
年
之
手
当
い
た
し
置
候
儀
ニ
付
、
譬
長
崎
表
代
替
り
ニ
相
成
候
節
、
買
入
有
之
候
地
所

引
当
借
用
、
又
者
正
銀
請
取
方
等
之
儀
申
談
候
共
容
易
ニ
天
草
表
ゟ
渡
方
致
間
鋪
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
草
石
本
家
と
し
て
も
、
預
か
っ

た
銀
は
長
崎
石
本
家
の
将
来
の
備
え
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
た
と
え
世
代
交
代
し
て
も
、
買
い
入
れ
た
地
所
を
抵
当
に
借
用
し
た
り
、

正
銀
を
受
け
取
り
た
い
と
相
談
が
あ
っ
た
場
合
も
簡
単
に
応
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
（2
（

。

（
２
）
長
崎
石
本
家
の
「
預
ケ
銀
」
と
利
銀

こ
う
し
て
預
け
ら
れ
た
銀
は
、
天
草
石
本
家
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
、
ま
た
長
崎
石
本
家
に
は
程
度
の
備
が
出
来
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
表
３
は
文
化
二
年
九
月
か
ら
同
一
〇
年
ま
で
の
長
崎
石
本
家
の
「
預
ケ
銀
」
の
推
移
で
あ
る
。
①
に
お
い
て
文
化
二
年
九

②
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月
の
証
文
改
め
の
結
果
、
天
草
石
本
家
は
銀
五
六
貫
目
を
預
か
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
長
崎
石
本
家
か
ら
、

同
文
化
二
年
一
二
月
二
七
日
と
翌
文
化
三
年
三
月
二
七
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
二
貫
目
と
五
貫
目
が
天
草
石
本
家
へ
預
け
ら
れ
て
い
る

（
②
、
③
）。
そ
し
て
文
化
三
年
の
一
二
月
に
〆
、
月
〇
．
五
％
と
し
て
、
①
②
③
の
「
預
ケ
銀
」
の
利
銀
四
貫
八
六
〇
匁
を
計
上
、
元

利
あ
わ
せ
て
銀
六
七
貫
八
六
〇
匁
と
な
っ
て
い
る
。

利
銀
四
貫
八
六
〇
匁
の
う
ち
、
三
貫
目
は
文
化
三
年
一
二
月
一
五
日
に
「
預
ケ
銀
」
に
ま
わ
し
、
残
り
一
貫
八
六
〇
匁
は
正
銀
と
し

た
。
そ
の
後
も
、
文
化
四
年
一
二
月
、
文
化
六
年
一
〇
月
、
文
化
七
年
一
二
月
、
文
化
八
年
一
二
月
、
文
化
九
年
一
二
月
と
、
天
草
石

本
家
で
は
原
則
毎
年
一
二
月
に
〆
（
但
し
文
化
五
、
六
年
は
変
則
）、
元
利
の
計
算
を
お
こ
な
い
、
利
銀
の
一
部
を
つ
ぎ
の
預
け
に
ま
わ

し
（
表
３
の
な
か
で
は
太
字
で
表
示
し
た
）、
長
崎
石
本
家
か
ら
は
新
た
な
銀
の
預
け
入
れ
も
な
さ
れ
た
。
利
銀
の
う
ち
、
一
部
は
正
銀

に
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
⑩
の
文
化
五
年
九
月
の
「
預
ケ
銀
」
は
一
九
貫
目
と
、
そ
の
他
の
場
合
に
く
ら
べ
て
高
額
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
た

文
化
六
年
一
〇
月
の
〆
の
結
果
生
じ
た
利
銀
九
貫
八
四
七
匁
五
分
に
つ
い
て
は
す
べ
て
正
銀
に
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
化
五
年
九
月

は
、
長
崎
港
へ
イ
ギ
リ
ス
軍
船
フ
ェ
ー
ト
ン
号
が
侵
入
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
直
後
で
、
長
崎
市
中
の
危
機
意
識
が
高
ま
っ
た

時
期
で
あ
る
（
（3
（

。
こ
の
よ
う
な
危
機
意
識
を
背
景
に
、
備
え
の
た
め
の
「
預
ケ
銀
」
の
増
額
と
、
利
銀
の
正
銀
化
が
意
識
的
に
行
わ
れ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

最
終
的
に
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
一
二
月
の
時
点
で
は
、「
預
ケ
銀
」
は
元
利
一
二
五
貫
六
一
〇
匁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
表
を
見

る
限
り
に
お
い
て
は
、
文
化
二
年
九
月
か
ら
同
九
年
一
二
月
ま
で
の
七
年
二
ヶ
月
の
期
間
で
、「
預
ケ
銀
」
は
五
六
貫
目
か
ら
一
二
五
貫

六
一
〇
に
倍
増
し
て
い
る
。
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表
３
　
長
崎
石
本
家
か
ら
天
草
石
本
家
へ
の
預
ケ
銀

請
取
年
月
日

預
ケ
銀

利
　
　
　
　
　
銀

〆
年
月
日

〆
銀
高

備
　
　
　
　
　
考

①
文
化
２
年
９
月

56貫
（
証
文
改
）
４
貫
480匁

文
化
３
年
12月

67貫
860匁

利
銀
４
貫
860匁

の
う
ち
、３
貫
は
文
化
３
年
12

月
15日

指
送
に
相
成
候
銀
子
引
合
直
に
渡
す
。

１
貫
860匁

は
同
日
に
正
銀
指
向

②
文
化
２
年
12月

27日
２
貫

130匁
（
文
化
２
年
12～

文
化
３
年
12月

迄
13ケ

月
分
）

③
文
化
３
年
３
月
27日

５
貫

250匁
（
文
化
３
年
３
月
～
文
化
３
年
12月

迄
10ケ

月
分
）

④
63貫

３
貫
780匁

（
文
化
４
年
１
月
～
文
化
４
年
12月

迄
12ケ

月
分
）

文
化
４
年
12月

72貫
550匁

利
銀
４
貫
50匁

の
う
ち
、２
貫
500匁

は
文
化
４

年
12月

15日
指
向
に
相
成
候
銀
直
に
引
合
渡

す
。１
貫
550匁

は
文
化
４
年
12月

21日
正
銀
指

向

⑤
文
化
３
年
12月

15日
３
貫

195匁
（
文
化
３
年
12月

～
文
化
４
年
12月

迄
13ケ

月
分
）

⑥
文
化
４
年
７
月
８
日

２
貫
500匁

75匁
（
文
化
４
年
７
月
～
文
化
４
年
12月

迄
６
ケ
月
分
）

⑦
68貫

500匁
７
貫
877匁

５
分
（
文
化
５
年
１
月
～
文
化
６
年
10月

迄
23ケ

月
分
）

文
化
６
年
10月

107貫
347匁

５
分

利
銀
９
貫
847匁

５
分
は
文
化
６
年
11月

に
是

地
に
於
て
正
銀
指
向

⑧
文
化
４
年
12月

15日
２
貫
500匁

300匁
（
文
化
４
年
12月

～
文
化
６
年
10月

迄
24ケ

月
分
）

⑨
文
化
５
年
７
月
３
日

３
貫
500匁

280匁
（
文
化
５
年
７
月
～
文
化
６
年
10月

迄
16ケ

月
分
）

⑩
文
化
５
年
９
月
19日

19貫
１
貫
330匁

（
文
化
５
年
９
月
～
文
化
６
年
10月

迄
14ケ

月
分
）

⑪
文
化
６
年
７
月
28日

４
貫

60匁
（
文
化
６
年
７
月
～
文
化
６
年
10月

迄
４
ケ
月
分
）

⑫
97貫

500匁
６
貫
825匁

（
文
化
６
年
11月

～
文
化
７
年
12月

迄
14ケ

月
分
）

文
化
７
年
12月

112貫
128匁

７
貫
は
文
化
８
年
１
月
御
相
談
に
及
び
利
銀
の

内
相
渡
直
引
請
候
分
。
128匁

は
文
化
８
年
１

月
又
次
郎
を
以
指
送
候
分

⑬
文
化
６
年
12月

18日
２
貫

120匁
（
文
化
７
年
１
月
～
文
化
７
年
12月

迄
12ケ

月
分
）

⑭
文
化
７
年
４
月
21日

５
貫
464匁

５
分
218匁

５
分
（
文
化
７
年
５
月
～
文
化
７
年
12月

迄
８
ケ
月
分
）

⑮
105貫

６
貫
720匁

（
文
化
８
年
１
月
～
文
化
８
年
12月

迄
12ケ

月
分
）

文
化
８
年
12月

118貫
720匁

６
貫
500匁

は
文
化
８
年
12月

に
御
相
談
仕
、利

銀
の
内
相
渡
、引
継
引
請
候
分
。
220匁

は
文
化

８
年
12月

に
義
助
を
以
指
送
候
分

⑯
文
化
８
年
１
月

７
貫

⑰
112貫

７
貫
110匁

（
文
化
９
年
１
月
～
文
化
９
年
12月

迄
12ケ

月
分
）

文
化
９
年
12月

125貫
610匁

15貫
610匁

は
文
化
10年

３
月
10日

渡
す

⑱
文
化
８
年
12月

６
貫
500目

（
典
拠
）
石
本
家
文
書
4600所

収
「
利
銀
指
送
候
書
留
」
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（
３
）
天
草
石
本
家
の
預
り
銀
の
運
用

最
後
に
「
預
ケ
銀
」
の
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
天
草
石
本
家

で
は
、
預
か
っ
た
銀
を
地
所
の
買
い
入
れ
と
貸
付
に
ま
わ
し
た
こ
と

は
、
史
料
四
の
傍
線
部
②
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
預
ケ

銀
」
に
よ
る
地
所
買
い
入
れ
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
表
４
は
寛
政
九
年

か
ら
文
化
七
年
ま
で
の
、
年
ご
と
の
地
所
買
い
入
れ
銭
高
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
参
照
の
た
め
に
年
ご
と
に
「
預
ケ
銀
」
高
を
併
記
し
て

み
た
。

地
所
の
買
い
入
れ
は
銭
立
て
で
あ
る
。
①
の
二
口
は
、
寛
政
九
年
か

ら
文
化
二
年
六
月
ま
で
の
銭
高
と
あ
り
、
合
計
す
る
と
三
一
三
貫
五
八

一
匁
四
分
に
な
る
。
こ
れ
を
銀
高
に
換
算
し
て
み
よ
う
。
天
草
地
域
で

は
銭
匁
勘
定
の
一
九
文
銭
が
通
用
し
て
い
た
の
で
（
（3
（

、
ま
ず
三
一
三
貫
五

八
一
匁
四
分
に
一
九
を
乗
じ
、
そ
れ
を
仮
に
一
〇
六
．
五
文
替
で
逆
算

（
割
る
）
す
る
と
銀
五
五
貫
九
四
四
匁
余
と
な
る
（
一
〇
六
．
五
文
替
の

根
拠
は
、
石
本
家
文
書
を
み
る
と
、
文
化
二
年
か
ら
同
五
年
あ
た
り
で

は
、
一
〇
六
文
か
ら
一
〇
七
文
替
の
事
例
が
多
い
こ
と
を
参
考
と
し
た

も
の
で
あ
る
）。
こ
れ
は
、
文
化
二
年
九
月
改
証
文
に
あ
る
銀
五
六
貫
目

（
参
照
「
預
ケ
銀
」
高
）
に
近
い
値
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
天
草
石
本
家
で
は
、
寛
政
九
年
か
ら
文
化
二
年
六
月
の
間

表４　長崎石本家「預け銀」からの地所買入状況

期　間 銭高（19文銭） 摘　　要 参照「預ケ銀」高

① 寛政９年～
文化２年６月

銭205貫665匁
銭107貫916匁４分

田畑山野塩浜買入置候分
手元へ融通為致置候ニ付追々地
所買入可申候

文化２年９月改、銀56貫目

② 文化２年７月
～12月 銭５貫150匁 文化２年12月27日、銀２貫目

③ 文化３年 銭46貫220匁 文化３年３月27日、銀５貫目

④ 文化４年 銭47貫550匁 文化３年12月15日、銀３貫目
文化４年７月８日、銀２貫500目

⑤ 文化５年

銭145貫920匁 文化４年12月15日、銀２貫500目
文化５年７月３日、銀３貫500目
文化５年９月19日、銀19貫目

銭75貫 御領村仙右衛門請寄買請候分

⑥ 文化６年 銭33貫610匁 文化６年７月28日、銀４貫目

⑦ 文化７年 銭22貫740匁 残而６貫462匁９分 文化６年12月18日、銀２貫
文化７年４月21日、銀５貫464匁５分

（典拠）石本家文書7569－3「覚」
「参照「預ケ銀」高」については、表３の「預ケ銀」より引用。
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に
、
一
九
文
銭
三
一
三
貫
五
八
一
匁
四
分
（
銀
五
六
貫
目
、
一
〇
六
．
五
匁
替
）
の
う
ち
、
二
〇
五
貫
六
六
五
匁
分
の
田
畑
・
山
野
・

塩
浜
を
買
い
入
れ
、
残
り
一
〇
七
貫
九
一
六
匁
四
分
に
つ
い
て
は
手
元
融
通
と
し
て
所
持
し
て
お
き
、
し
だ
い
し
だ
い
に
地
所
を
買
い

入
れ
た
。
長
崎
石
本
家
か
ら
預
か
っ
た
銀
高
の
約
三
分
の
二
を
地
所
買
い
入
れ
に
あ
て
、
残
り
三
分
の
一
を
手
元
融
通
所
持
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

表
４
の
②
か
ら
⑦
ま
で
の
、
年
ご
と
の
地
所
買
い
入
れ
銭
高
と
、
②
か
ら
⑦
の
参
照
「
預
ケ
銀
」
高
に
示
し
た
年
ご
と
の
長
崎
石
本

家
か
ら
の
預
け
入
銀
高
に
特
に
相
関
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
地
所
買
い
入
れ
は
預
け
入
れ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
文
化
五
年
の
地
所
買
い
入
れ
が
、
前
後
の
年
に
く
ら
べ
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
前
項
で
指
摘
し
た
フ
ェ
ー
ト
ン
号

事
件
後
の
危
機
意
識
の
高
ま
り
に
よ
る
「
預
ケ
銀
」
増
に
対
応
し
て
、
地
所
を
買
い
増
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

寛
政
か
ら
文
化
期
に
か
け
て
、
長
崎
石
本
家
に
よ
る
、
天
草
石
本
家
へ
の
貸
付
銀
と
そ
の
運
用
に
よ
る
天
草
郡
内
の
土
地
集
積
の
あ

り
か
た
を
具
体
的
に
見
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

長
崎
平
戸
町
乙
名
石
本
家
に
よ
る
天
草
郡
内
の
田
地
の
買
い
入
れ
と
経
営
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
天
草
郡
御
領
村
の
豪

商
石
本
家
で
あ
っ
た
。
天
草
郡
御
領
村
の
豪
商
石
本
家
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
、
長
崎
と
の
取
引
関
係
を
持
ち
、
寛
政
か
ら
文
化
期

に
か
け
て
、
長
崎
町
人
へ
の
銀
の
貸
付
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
平
戸
町
乙
名
石
本
家
と
は
、
寛
政
期
以
来
、
天
草
石
本
家
に
よ

る
杉
山
茂
兵
衛
（
井
戸
屋
）
へ
の
貸
付
銀
の
取
り
立
て
を
引
き
受
け
、
さ
ら
に
貸
付
銀
を
引
き
継
ぐ
な
ど
の
関
係
を
有
し
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
両
家
の
関
係
の
な
か
で
、
長
崎
石
本
家
が
自
家
の
備
え
と
す
る
た
め
に
銀
を
預
け
、
天
草
石
本
家
は
預
か
っ
た
銀
を
天
草
郡
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内
の
地
所
の
買
入
に
ま
わ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
買
い
入
れ
ら
れ
た
田
地
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
天
草
石
本
家
の
観
点
か
ら
も

見
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

長
崎
町
人
が
、
自
家
の
将
来
の
備
と
す
る
た
め
土
地
へ
の
関
心
を
も
っ
た
背
景
に
は
、
寛
政
か
ら
文
化
期
に
お
け
る
、
貿
易
不
振
や

異
国
船
来
航
と
い
っ
た
貿
易
都
市
長
崎
が
抱
え
て
い
た
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
徳
川
幕
府
が
、
長
崎
の
「
永
続
」

「
永
久
」
の
繁
栄
の
た
め
に
貿
易
制
限
を
す
す
め
る
な
か
、
天
草
石
本
家
に
み
ら
れ
た
認
識
で
は
、
長
崎
は
「
異
国
船
」
が
往
来
す
る
場

所
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
長
崎
の
繁
栄
は
「
永
久
」
に
は
続
か
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
の
起
こ
っ
た
文
化

五
年
の
長
崎
石
本
家
の
「
預
ケ
銀
」
額
と
、
天
草
石
本
家
に
よ
る
地
所
買
い
入
れ
銭
高
が
、
前
後
の
年
に
比
べ
て
突
出
し
て
い
る
現
象

も
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
る
。

当
該
期
の
長
崎
町
人
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
な
か
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
こ
の
時
期
、
長
崎
地
役
人
ら
に
よ
る
備
仕
組

み
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

註

（
１
）	

国
内
外
の
情
勢
変
動
に
と
も
な
う
、
長
崎
貿
易
の
不
振
や
長
崎
港
へ
の
異
国
船
侵
入
事
件
な
ど
。
最
新
か
つ
最
も
包
括
的
な
研
究
と
し
て

横
山
伊
徳
『
日
本
近
世
の
歴
史
五　

開
国
前
夜
の
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
２
）	

木
村
直
樹
「
寛
政
二
年
貿
易
半
減
令
の
再
検
討
」、『
幕
藩
制
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
二
一
八
・
二
一
九

頁
。

（
３
）	

石
本
家
文
書
は
、
昭
和
二
八
年
に
九
州
大
学
が
寄
贈
を
う
け
、
共
同
研
究
「
天
草
郡
御
領
村
石
本
家
の
研
究
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀

要
』
三
・
四
号
、
一
九
五
四
年
）
に
よ
っ
て
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
〇
五
年
に
目
録
が
完
成
し
た
。
梶
嶋
政
司
「
九
州
文
化
史
研
究

所
の
天
草
研
究
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
八
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
４
）	

楠
本
美
智
子
「
近
世
商
品
流
通
に
関
す
る
一
考
察
」、『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
四
六
、
二
〇
〇
二
年
。
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長
崎
町
人
の
新
田
開
発
・「
預
ケ
銀
」
と
天
草
石
本
家

（
５
）	

秀
村
選
三
「
石
本
家
の
経
営
形
態
に
関
す
る
一
考
察
」、『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
三
・
四
号
、
一
九
五
四
年
。

（
６
）	

大
村
要
子
「
近
世
長
崎
に
於
け
る
貿
易
業
」、『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
三
・
四
号
、
一
九
五
四
年
。

（
７
）	
松
木
文
庫
三
六
九
「
覚
書
（
石
本
家
由
緒
）」（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
）

（
８
）	
中
村
前
掲
書
二
一
〇－

二
一
四
頁
。

（
９
）	
松
木
文
庫
一
一
「
書
簡
抜
書
」（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
）

（
10
）	

楠
本
美
智
子
「
近
世
商
品
流
通
に
関
す
る
一
考
察
」
九
五
頁
。

（
11
）	

楠
本
美
智
子
「
近
世
中
期
の
天
草
石
本
家
の
経
営
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
四
五
、
二
〇
〇
一
年
）
八
二
頁
。

（
12
）	

石
本
家
文
書
二
三
七
七
〇
「
長
崎
表
杉
山
取
替
申
極
書
」（
本
論
文
で
利
用
し
た
石
本
家
文
書
は
す
べ
て
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録

資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
）

（
13
）	

楠
本
美
智
子
「
近
世
商
品
流
通
に
関
す
る
一
考
察
」
九
四
・
一
〇
二
頁
。

（
14
）	

伊
勢
屋
村
上
家
に
つ
い
て
は
、
馬
場
誠
以
来
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
水
原
正
亨
「
近
世
長
崎
に
お
け
る
両
替
商
の
出
自
に
つ
い

て
―
「
伊
勢
屋
」
の
研
究
―
」（『
彦
根
論
叢
』
一
七
六
・
一
七
八
号
、
一
九
七
四
年
八
月
）、
小
山
前
掲
書
一
〇
〇－

一
〇
四
頁
な
ど

を
参
照
し
た
。

（
15
）	

石
本
家
文
書
二
六
六
六
「
長
崎
伊
勢
屋
ゟ
取
組
遣
候
為
替
銀
請
取
書
付
」

（
16
）	

楠
本
美
智
子
「
近
世
商
品
流
通
に
関
す
る
一
考
察
」
九
五
頁
。

（
17
）	

根
証
文
に
つ
い
て
は
、
中
村
前
掲
書
、
小
山
前
掲
書
な
ど
を
参
照
。

（
18
）	

石
本
家
文
書
二
六
三
八
「
書
状
」

（
19
）	

石
本
家
文
書
二
三
七
六
九
「
書
状
」

（
20
）	

石
本
家
文
書
一
八
一
七
六－

二

（
21
）	

石
本
家
文
書
一
八
一
七
六－

一

（
22
）	

石
本
家
文
書
一
三
四
七
二
「
取
究
書
」

（
23
）	

杉
山
一
件
に
か
か
わ
る
借
銀
は
こ
の
ほ
か
、
文
化
二
年
七
月
二
日
に
は
、
長
崎
石
本
家
が
杉
山
家
へ
貸
し
て
い
た
三
貫
目
と
、
絃
屋
宗
八

が
杉
山
へ
貸
し
た
三
貫
目
の
都
合
六
貫
目
に
つ
い
て
、
先
述
の
十
六
貫
目
と
同
様
の
返
済
方
法
に
し
た
く
、
長
崎
石
本
家
よ
り
天
草
石
本

家
へ
相
談
し
た
結
果
、
飛
船
で
天
草
よ
り
長
崎
石
本
家
へ
三
貫
目
が
到
来
し
た
（
⑧
）。
し
か
し
こ
の
仕
法
は
結
局
「
杉
山
方
些
次
第
有
之
、
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崎
町
人
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と
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草
石
本
家

右
六
貫
目
披（
破
）談

」
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
Ｂ
）。

（
24
）	

森
永
種
夫
編
『
犯
科
帳
』
第
五
巻
（
犯
科
帳
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
九
月
）
三
二
七
・
三
二
八
頁
。

（
25
）	
石
本
家
文
書
二
六
六
三
「
書
状
」

（
26
）	
こ
れ
に
関
し
て
、
長
崎
石
本
家
が
明
治
五
年
に
書
い
た
由
緒
の
な
か
に
、「
寛
政
年
中
長
崎
表
唐
紅
毛
交
易
商
法
改
革
ニ
付
、
旧
幕
府
ゟ
申

諭
有
之
候
者
、
元
来
長
崎
港
之
儀
、
異
国
交
易
之
融
通
を
以
、
上
下
共
活
計
罷
在
候
得
共
、
時
勢
ニ
随
ひ
交
易
之
通
変
化
い
た
し
候
茂
難

計
、
左
候
時
者
、
反
的
及
渇
命
候
外
無
之
ニ
付
、
兼
而
銘
々
其
辺
及
覚
悟
可
仕
旨
ニ
而
、
専
産
業
之
世
話
有
之
、
文
化
三
（
五
カ
）
辰
年

ニ
到
、
長
崎
市
中
備
金
出
来
、
天
草
郡
下
田
村
ニ
お
ひ
て
新
田
相
調
候
」（
松
木
文
庫
三
六
九
「
覚
書
（
石
本
家
由
緒
）」）
と
あ
る
。
寛
政

二
年
の
貿
易
半
減
令
に
ふ
れ
つ
つ
、
長
崎
市
中
備
金
の
創
設
と
天
草
下
田
村
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
言
及
し
た
大
変
興
味
深
い
内
容
の
史

料
で
あ
る
が
、
辰
年
を
文
化
三
年
と
す
る
な
ど
、
間
違
い
も
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
関
係
史
料
と
の
整
合
性
も

ふ
く
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
27
）	

石
本
家
文
書
七
五
六
九－
一
「
預
り
証
文
之
事
」

（
28
）	

石
本
家
文
書
四
六
〇
〇
「
恩
義
」。
内
容
は
お
も
に
長
崎
石
本
家
と
天
草
石
本
家
と
の
間
で
の
預
け
銀
の
や
り
と
り
、
運
用
に
関
す
る
記
録
。

（
29
）	

な
お
、
寛
政
九
年
に
は
じ
ま
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
天
草
郡
で
は
寛
政
八
年
に
百
姓
相
続
方
仕
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
石
本
家
に
お
け
る
百
姓
相
続
方
仕
法
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
服
藤
弘
司
「
石
本
家
と
寛
政
八
年
の
「
百
姓
相
続
方
仕
法
」

（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
三
・
四
号
、
一
九
五
四
年
）。

（
30
）	

フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
に
つ
い
て
は
、
梶
嶋
政
司
「
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
と
長
崎
警
備
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
五
〇
、
二
〇
〇
七

年
一
〇
月
）。
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
後
、
長
崎
市
中
で
は
町
乙
名
を
中
心
に
自
衛
意
識
が
た
か
ま
り
、
備
銀
の
計
画
が
た
て
ら
れ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
31
）	

楠
本
美
智
子
「
近
世
中
期
の
天
草
石
本
家
の
経
営
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
四
五
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
。


